
『たった 2 日でわかる Linux CentOS 7.0 対応』を CentOS 6 で行う場合 

CentOS 7.0 は 64 ビット版のみリリースされています。そのため、CentOS 7 の仮想マシンを動

かすにも、64 ビットの OS が必要です。もし、お手持ちの OS が 32 ビットのみの場合、以下の

部分を読み替えていただくことで、CentOS 6 を使って実習をすることができます。 

 

■P.41 端末ウィンドウの開き方 

左上のメニューから「アプリケーション」→「システムツール」の順に選択し、その中にある［端

末］をクリックすると、端末ウィンドウが開きます。 

 

■P.123 ネットワークインターフェースの名前 

 eth0は1番目のネットワークインターフェースの名前です。2つ目がある場合はeth1という名前に

なります。 

 

■P.129 ネットワークインターフェースの設定ファイルを見てみよう 

ホストには固有のIPアドレスが割り当てられます。割り当てるIPアドレスがあらかじめ決まってい

る場合、/etc/sysconfig/networkscripts/ifcfg-eth0ファイルにてIPアドレスを設定します。 

 

▼/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0 

DEVICE=eth0 

TYPE=Ethernet 

ONBOOT=yes 

BOOTPROTO=static 

IPADDR=192.168.11.10 

NETMASK=255.255.255.0 

NETWORK=192.168.11.0 

BROADCAST=192.168.11.255 

 

 DHCPサービスを使ってIPアドレスを自動割り当てにしている場合は、次のようになります。演習

用の仮想マシンはこの設定になっています。 

 



▼/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0 

DEVICE=eth0 

TYPE=Ethernet 

ONBOOT=yes 

BOOTPROTO=dhcp 

 

▼/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0の設定項目 

設定  項目説明 

DEVICE   ネットワークインターフェース名 

TYPE   ネットワークタイプ 

ONBOOT  yesならこのネットワークインターフェースをシステム起動時に有効にする 

BOOTPROTO  staticなら固定IPアドレス、dhcpならDHCPを利用する 

IPADDR   IPアドレス 

NETMASK   サブネットマスク 

NETWORK   ネットワークアドレス 

BROADCAST  ブロードキャストアドレス 

 

 このファイルも、設定を変更した場合はネットワークサービスの再起動が必要です。rootユーザ

ーで次のコマンドを実行します。 

 

▼ネットワークサービスを再起動する 

 

  



■P.196 デーモンを管理してみよう 

プロセスには、処理が終了すると消滅するものと、ずっとメモリ上に常駐し、要求に応じてサー

ビスを提供するものとがあります。多くのコマンドは前者です。後者は、各種システムサービスや

サーバープログラムが該当します。 

 メモリに常駐しているプロセスをデーモンといいます。 

 システムサービスやサーバープログラムなど、一般的なデーモンを起動するためのファイルは、

/etc/init.dディレクトリに入っています。 

 

▼/etc/init.dディレクトリ内の起動スクリプト 

 

 

 これらのファイルを起動スクリプトといいます。起動スクリプトに「start」「stop」「restart」

といった引数を付けて実行することで、デーモンを起動したり、終了させたり、再起動したりする

ことができます。 

 主な起動スクリプトをまとめておきます。 

 

▼主な起動スクリプト 

起動スクリプト  説明 

/etc/init.d/network  ネットワークサービス 

/etc/init.d/crond   定期的な処理をするcronサービス 

/etc/init.d/cups   印刷サービス 

/etc/init.d/rsyslog  シスログサービス 

/etc/init.d/sshd   SSHサーバー 

/etc/init.d/postfix  Posfixメールサーバー 

/etc/init.d/httpd   Apache Webサーバー 



例を見ておきましょう。次の例では、システムログサービスrsyslogdを再起動します。 

 

▼rsyslogdを再起動する 

 

 

 次の例では、networkサービスを停止します。 

 

▼network サービスを停止する 

 

 

 この状態では、ネットワーク機能は一切利用できないはずです。再びネットワーク機能を有効に

するには、引数にstartを付けて実行します。 

 

▼networkサービスを開始する 

 



 

 

■P.220 Apache を起動してみよう 

 Apacheを起動するには、次のコマンドを実行します。 

 

▼Apacheを起動する 

 

 

 起動しているかどうかは、次のようにして確認できます。 

 

▼Apacheの起動を確認する 

 

 

 停止している場合は次のように表示されます。 

 

▼Apache の起動を確認する（停止中） 

 

 

 



■P.223 サービスの自動起動を設定してみよう 

Linuxシステムを起動後、毎回同じようにしてApacheを起動するのは面倒です。システム起動時に

Apacheも自動的に起動するには、chkconfigコマンドを使って設定します。 

 

chkconfig サービス名 [on|off] 

 

 chkconfigコマンドは、様々なサービスの自動起動を設定するコマンドです。システム起動時に

Apacheを自動的に起動するには、次のコマンドを実行します。 

 

▼システム起動時にApacheも自動的に起動する 

 

 

自動起動を取りやめるには、次のコマンドを実行します。 

 

▼システム起動時にApacheが自動的に起動しないようにする 

 

 

 自動起動をしない場合は、手動でApacheを起動する必要があります。 

 


